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シルヴィア・プラス完成としての死
子久賀斎
1．欠如と完全
　シルヴィア。ブラスの詩の中の女性（ベルソナ）はいつも自分の持っていない
ものを欲しがっている。或は失ったものを取り戻したがる。この欠如の感覚は否
定的イメージとして彼女の詩全体に広がっている。
　ペルソナはしばしは身体の一部のく欠如〉（’1ack’）を訴える。身体の一部で
一人の人間を表すこと、特に眼や口は内的自己の象徴であることから、これはア
イデンティティの欠如を表すと考えられる。
　爽如はく平らな〉（’flat’）と言う語で表現されることもある。＜紙＞Cpa－
per’）やく影＞Cshadow’）はそのヴァリエーションで、薄っぺらなイメー・ジを
具体的に印象づけている。この水平性は、時に処女性・不毛性とも結び付き、ペ
ルソナの主要な性質となっている。
　欠如はく裸〉（’naked’）のイメージに発展する。これによって、女性の弱さや
無力さが強調される。そして全てにおいて欠乏を感じたとき、〈空虚〉（’empty
’）の状態になる。これは特に子供のないこと、或は失ったことを表す。
　アイデンティティや生殖能力に欠けたベルソナが望むのはく完全〉（’perfec－
tioパ）である。それは即ちアイデンティティの獲得であり、出産である。
　裸に対してく服〉（，sui七，）がアイデンティティを意味するものとして使われ
ることが多い。また、自分が影を所有する実体であるという主張も、アイデンテ
ィティの獲得を表している。
　水平に対してはく山〉やく丘〉という明白なイメージが用いられている。これ
らは妊娠中の状態を表し、水平は妊娠前と出産後を表す。平らなベルソナは妊娠
すると丸くなり、完全になる。そして出産すると子供という完成品を自分の中か
ら失って、また元の平らで欠乏した状態に戻る。この様に完全と欠如は女性の出
産に関する周期を表しており、ペルソナはその中を巡っている。
　完全は出産とアイデンティティの獲得という身体的・精神的豊かさを表す。し
かし、それとは矛盾するような例がある。
The　wo㎝atl　is　perfected・
Her　dead
一　47
Body　weζrs　the　smile　of　accomplishment・ （，°Ed8e9，，11．1－3）
よく取り上げられる言葉「死ぬことは芸術」にしてもそうであるが、死を以て完
成とするようなイメーゾは随所にみられる。出産と死とは、生命の始まりと終わ
りという、まるで正反対のも’ ﾌである。それなのになぜ豊かさを表す完全と死が
結び付くのか。そしてなぜブラスがそこ．に拘ったのであろうか。
2．ペルソナのツンボル
（1）　月
　ベルソナの性質を把握し、より明確なイメージを捉えるために、彼女のシンボ
ルについて考察してみる。
　月はその特性により、昔から女性の象徴と見なされてきた。ブラスの詩におい
ても、月への言及は非常に多く、中心的象徴となっている。月は女性の生理的周
期と結び付いてV．るが、特に妊娠から出産を経て平らな状態に戻るまでの様子が
月の盈ち欠けに例えられる。
　”Three　Women”は出産に関する詩で、月のイメージが豊冨である。ここでは女
性は月に支配されるものであることが明らかにされる。月の機能は、プラスの霊
感・女性の生理的機能・悲劇の主人公としての役割・運命を象徴する詩神、　「月
の女神」であると指摘されるところである。m
　この詩でも流産した女性が最も密接に月と関わっているように、月は不毛のイ
メージを与える。そして、その様なときには冷たさや青白さが強調されることが
多い。
　最も象徴的な詩の一つとされている”Moon　and　the　Yew　Tree”では、暗く寒い
教会の墓地で「辿り着くべき所」を探すとき、ベルソナは月を見つけるのである。
それは黒いイチイに対して、臼い、死を暗示する月である。更に月は母親のイメ
ージを持つ。
48　一
The　moon　Is　my　mother．　She　is　not　swee七　like　＞1ary．
Her　blue　garments　unloose　small　ba七s　and　owls．
How　l　would　llke　to　belleve　in　七enderness－一　　　　　　　　　　（ll。17－19）
ここには二人の母親がいると説明される。即ち、キリスト教の聖母と夜の原始的
母親である。ペルソナは前者を信じたいのだが、彼女に対して強い影響力を持っ
ているのは後者の方である。（2）月の冷たざは耐え難いまでに残酷ざを帯びて激
しくなる。
　”Lesbos”では月は「血の袋」即ち子宮を引きずり、　「正常に、堅く、遠く、白
くなる、病気の動物」と見なざれる。この詩の中で、月は病気と正常の間を周期
的に動くものである。この病気とは実際の病気というよりは、女性の生理に対す
る嫌悪感の現れである。
、それよりも月がよく引きずるのは海である。海もまたペルソナのシンボルであ
り、月と深く結び付いている。
（2）海
　海のイメージには詩人自身の体験が大きく影響していると思われる。ブラスは
子供時代を、ボストン近郊の海辺の町ウィンスロップで過ごした。彼女の海の思
い出は、エッセイOcean　1212－W　に記されている。中でも重要．な点は、海が母性
的性格を備えていると考えられていることと、多くの顔を持ち、鏡に例えられる
という・ことである。
　もう一つ忘れられないのは、プラスの弟の生まれた日のエピソードである。二
年半の問世界の中心であった彼女は、弟の誕生を「他人、ライバル、誰か別の人」
と呼ぶように憎んだ。独りで海岸を歩き、　「全てを別つもの」としての海を見た。
そしてその海の賜物、彼女が「永遠に放り出されることのないしるし」である木
の猿を拾う。これが初めての自分と他人との違いの認識の体験であった。したが
って、彼女にとって海は自己認識、アイデンティティ獲得の場である。これらの
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要素が詩の中においても中心的イメージとなる。
　ブラスの海のイメージは初期の詩において、より明確である。その中には、海
についての詩、或は全体的に海のイメージで統一された詩が多い。しかし、実生
活に於て海から離れたところに移り、海は「遠い・来る・現れる」ものに変わる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
そして後期の詩では、その深さや暗さが強調され、海は象徴的になる。
　母性を持つ海は、月と同様に女性を支配する。ペルソナに対する海の支配は、
時に女性を貝殻に変えてしまう。
rocked　shu七
As　a　seashelI． （，，しady　しa2arus，，　，　ll。39－40）
それは自分自身を閉ざして海を拒絶する以外にどうすることもできない、海の支
配を避けられない恐怖を示している。或は、既に諦めて、完全に自分を海に投げ
出してしまった姿かも知れない。
　海は大抵じっと静かで不毛性の象徴である。動くときにはベルソナの方へ流れ
寄せることが多いが、最晩年の詩では、海は引き、後ろへ下がっていく。
The　heart　shuts，
The　sea　siides　back，
The　mirrors　are　sheeted． （，’Contusionl，，　11．10－12）
この三行は同じイメージ、終末、或は死のイメージを表現している。海はその水
平性から、鏡に例えられることが多い。
（3）鏡
　鏡は物を反映するという点で海と同じ働きをずる。鏡は動くことがないので、
海よりも映像が正確である。　”Mirror”ではベルソナ自身が鏡になっていて、　「
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私は静かで正確」という言葉で始まる。そしてここでは海ではなく、満ち引きの
ない湖に例えられている。
　鏡はその機能から、眼に例えられることもある。また、　「話ず」という語によ
って、その輝く反射や多様性が表される。
　物を映す中でも、特にベルソナの顔を映し出ずものとして使われる。　”The
Other”に見られるように、鏡の前のベルソナも鏡の中に映っている女性も、どち
らも彼女自身である。
Coid　glass，　how　you　insel’七　yourself
Be七ween　myself　and　myself． （11．26－27）
両者の相違は、実体の方が表面的で偽りの姿であるのに対し、映像の方は内面的
な真実の姿、真のアイデンティティを表しているということである。この対照的
な二重性の概念は、完全と空虚の考えを含んでいる。表面の完成と内面の空虚と
は詩人に取って深刻な問題であった。
　大学の卒業論文の題目が「魔法の鏡：ドストエフスキーの二小説における二重
性の研究」であったことに始まり、彼女の作品にはしばしば二重性のイメーヅが
現れる。　”ln　Plaster”は自分の中の〈古い黄色い者〉と〈白い聖人〉という二
重性の間の葛藤についての詩である。小説The　Bell　arでは主人公エスターと
友人ジョーンが二重性をもって描かれている。結末でヅヨーンは自殺し、エスタ
ーはベルジャーから解放ざれる。それは二重性の死によってアイデンティティを
獲得したことを示している。
　鏡は盈ち欠けも満ち引きもしないが、映像が明瞭か曇っているかの相違がある。
My　mirror　is　clouding　over－－
A　few　more　breaths，　and　it　will　reflect　nothing　at　all．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，，Last　Words”，　11．11－12）
曇った鏡は不正確で、不誠実である。ヴェールで覆われた鏡は全く映し出すこと
一　51　一
ができない、或は映ずことを拒否しているとも考えられるので、なおさら邪悪で
ある。　”Contusion”にあるように、それは死のごとき終末のttイメージを持つ。更
に鏡には割れるという危険性がある。
　　’The　81’ass　ct’acks　acrosS，
　　The　irna8e
　　Flees　and　abor七s　like　droPPed　mercury　　　（”Thalidomide”，　ll．24－26）
砕けた鏡は映像を壊す。それゆえ、より不吉なしるしであり、死の陰喩と考えら
れる。
3’．ベルソナの周期
　（D黄金の子供
　次に・欠如と完全の間を巡るベルソナの周期と｝そζに関係するもOP”及び考
の色のイメーヅ記ついて考察する。
　まず、その周期の中でつくられ、結果として生まれてくるもの1が，子供’である。／、
子供は純粋ーな・もの、汚れなきものとして表現されるg
　　These　pure，　small　images．　They　smell　of　milk．
　　Their　footsqles　a院e　untQuched．　They　are　walkers幽of　air・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（”Three　Women”，　Il．227－31）
また、子供は金色のものとして描かれる。
　　The　pure　gold　baby
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That　melts　t．o　a　shrlek． （’，Lady　La2arus”，　lI．69－70）
これは完全性の象徴である。子供は完成品として生まれ、神聖なもののようにさ
え見なざれる。この完全性のために、子供は自分から切り離された一人の他者と
してベルソナを脅かす存在になる。それらはちょうど詩人が弟に対して感じたの
と同じ脅威である。　”Morning　Song”は子供についての詩として知られているが、
明らかにこの詩全体が母親の視点からかかれているにも関わらず、　「私はもうあ
なたの母親ではない」と言う。
　子供の奇異さは金色から青への色の変化で表ざれることもある。
．Who　i・s　he，　this　furious　boy，
Shining　and　strangew，　as　if　he　had　hurtled　from　a　star？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，，Three　Women”，II．162－63）
これはベルソナが持つ、子供を認めたくない、或は認められないという感情を表
している。
　自分の子供が「恐ろしい子供達」の一入でも、　「例外」でもなく、正常で完全
であることに安心する。しかし、そんなことはお構いなしに、子供はエゴイステ
ィックに、〈フック〉（’hook’）に象徴される泣き声で母親を脅す。
　ペルソナはそんな子供を憎んでさえいる。
She　hates
The　tho8ht　of　a　baby－－
Stealer　of　cells，　stealer　of　beauty－一
She　would　rather　be　dead　than　fat，
Dead　and　perfect，　like　Nefertit， （，，↑he　Fearful”，　II．10－14）
完全として生まれるために、子供は母親の細胞や美貌を奪うのである。彼女は完
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全な自己から一部を奪われて欠乏する。したがって、出産とは彼女にとって完全
から欠如への変化なのである。出産は創造的行為であると同時に、退廃でもあろ
のだ。
（2）赤い血
　プラスの詩では血や出血という語が目をひく。血は人間に取って必要不可欠の
ものである。特に出産と関連して、女性とは切っても切れないものだ。月・のシ
ンボルが血と関わりがあることは前に見た通りで、ベルソナは完全になるために
何ヵ月も血を流すことを要求される。犠牲になることが彼女には運命づけられて
いるのだ。
The　blood　flood　ls　the　flood　of　love，
The　absolute　sacrifice． （，，The　卜1unich　卜1annequins，，．　11．6－7）
そして出産時にはまた出血が伴う。その上に負傷による出血も重なる。どの場合
にしても出血は苦痛を伴い、彼女を苦しめる。その赤い色によって彼女は脅ざれ
る。そして、赤いものは血を連想させるので、全て脅威の対象になってしまう。
赤い花は特に多く現れ、象徴的な役割を果している。　”Tulip”では、’チューリッ
プの花は赤すぎて、ペルソナを傷つけ、彼女の酸素まで食べてしまう。
　その他に、血・赤い色は、心臓、口、衣服、日、太陽などに関の連し、例えられ
る。特に太陽は、静寂と死の象徴である月とは対照的に、行動と生命の象徴であ
る。これはそのまま赤い色の、そして血の性質を表すものと思われる。
　”Poppies　in　july，’でベルソナは言う。
lf　l　could　bleed，　or　sleep！一一
lf　my　mouth　could　marry　a　hurt　iike　that！ （ll．11－12）
一　54　一
もし血を流せたら、どうなったというのだろうか。この答の一つは、別の詩に見
ることができる。
The　blood　Jet　ls　poett’y，
There　is　l｝o　s七〇PPing　iむ． （，，Kindness’，．　11．18－19）
出血は苦痛であり、それにおびえているのだが、常に完全になるために何かを創
ろうとする彼女にとっては、その創造行為のためにはどうしても必要な要素なの
である。そして、創造行為とは出産だけでなく、詩作をも意味し、，それは生命の
証となるものである。
　しかし生命の象徴である赤い血には正反対の黒い色が含まれることがある。赤
黒い血が黒い果物に例えられるのは、不吉なイメージを喚起する。ここには、詩
人の血を流すことに対する罪の意識の現れが認められる。
（3）黒い男
　出血は時に血を吸われるという受身のイメージに変化する。ベルソナの血を吸
う吸血鬼はく黒い男〉である。
　黒は夜や暗い場所の闇の色である。暗い場所とは、子宮にも例えられる洞窟や
峡谷で、蠕蟷の居るところでもある。
The　black　bunched
No　light
But　the　七〇rch　and
in　there　Iike　a　bat．
its　faint
Chinese　ye｝low　on　apPalIing　objects－。
Black　as｝nini七y．　Decay．
Possession．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，，Wintering，，，　ll．13－18）
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黒は邪悪で不吉な、退廃的なイメージを裏す色である。編蟷は即ち吸血鬼であり、
男性である。男性は女性の血を吸う、恐るべき存在であり、いつも黒い服を着て
いて、そこには死の影が付きまとっている。この黒い男を代表ずるのは父親であ
る。
　”Daddy”は、フ’ラスが八歳のときに亡くなった父親に基づいて書かれた詩であ
る。父親の記憶は、その死によって誇張ざれ、生涯に渡って彼女に大きな影響を
及ぼしていた。この詩においては、父親を殺したのは自分で、自殺未遂は父の元
に戻るためだったという。父の「モヂル」として創られた「黒い服の男」は、吸
血鬼になり彼女の血を七年間飲んだというところから、夫のことを暗示している
と思われる。最後にこの男を殺すことによって、父親は横になり、永遠の眠りに
つくことができる。これは長い間詩人を脅かしてきた父親の記憶、父の死に対す
る何か後ろめたい罪の意識からの解放の詩だということができよう。
　父や夫に代表される男は、ナチに例えられるように、破壊者・征服者・加害者
である。それとは対照的に、娘や妻としてのペルソナに代表される女性は、犠牲
者・被征服者・被害者なのである。この弱者と強者の対立は、自己と他者の関係
に基づくもので、ブラスの詩の世界を構成ずる中心的概念である。
　プラスの詩は「告白詩」と呼ばれる、人間の内面を描いたもので、社会問題な
どは直接取り扱われていな・いと考えられがちである。ナチ・ユダヤ・広島の灰と
いった戦争に関する語は、単に暗喩・誇張として使われているに過ぎないように
見えるかも知れない。しかし、第二次世界大戦中に生まれたこと、父親がドイツ
人であることは、彼女に大きな影響を及ぼしているに違いない。大虐殺や原子爆
弾を恐れ、全滅の危機にさらされ得る世界を恐れた。そしてまた、自分の生きて
いる場所というよりはむしろ、他者の集合体としての世界の存在も恐るべきもの
であつた。この世界の中でアイデンティティを獲得することは、不条理演劇に始
まる新しい文化を創った、戦後の詩人・小説家達に取って大きな問題であったよ
うに、プラスの中心的主題であった。
（4）、水平と垂直
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　初めに見たように、ペルソナの重要な性質として水平性がある。彼女の象徴で
ある海や鏡を考えても確かに水平である。彼女はしはしぱ横たわって描かれる。
　それに対して、彼女を脅すものは、彼女に対して垂直なものが多い。例えは、
黒い色で表ざれ、死を暗示し、父親とも結び付けられるイ．チィの木がそうである。
イチイはくゴシック様式〉のように真っすぐに立ち、上に向かってのびている。
或は、峡谷・裂け目・岩穴などの暗い場所は、下に向かって深く垂直である。ま
た、ナイフ・ギロチンなどで切る動作や、蜂や注射の針が刺す行為も垂直的であ
る。子供の泣き声の象徴になっているフックも、ものを吊り下げるという垂直方
向の働きをするものである。
　馬のイメージは蹄の音を伴ってよく現れる：o馬は男性、或はベル’ソナの中の男
性性を表す。蹄の音は生命の象徴であるが、彼女にとうては激しすぎる。それは
ピストンやポンプにも例えられ、ベルソナを脅かす垂直運動の激しさを強調ずる。
　この水平と垂直のイメージは”lArn　Vertical”にまとまって見られる。この題
を第一行として次のように続く。
But　l　would　rather　be　horizonta1。
l　am　not　a　tree　with　my　roo七　in　the　solI
Compared　with　me，　a　七r‘ee　is　immortal
And　a　flower。head　no　tall，　but　more　star七ling
And　l　want　the　one’s　iongevity　and七he　other’s　darin9　（口．1－10）
木や花は垂直で不死の生命を表し、彼女の憧れるものである。しかし、
lt　is　more　natural　to　me，　lying　down．
Then．the　sky　and　l　are　lin　open　conversation，
And　l　shall　be　useful　when　l　lid　down　finalIy： （11．17－19）
横たわることは死を暗示する。　”Daddy”の最後で、本来垂直に立っている男性で
ある父親が横になるというのも、死を表していた。
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　その反対に、横たわっていたペルソナが立ち上がることは、再生を意味する。
”しady　Lazarus”は、ブラズの自殺夫遂を思い起こさせる、もっとも印象的な再生
の死である。最初は彼女が十歳の時で、それは事故だった。二回目は生き返らな
いつもりだった。今度が三回目で、彼女は「猫のように九回死ぬ」．Oだという。
そして彼女の詩の中でも有名な言葉がある。
Dyin8
1s　an　ar七，　like　everythlng　else・ （Il．43－44）
恐ろしい大虐殺のイメージで焼き殺されて灰になり、肉体は完全に滅びてしまう。
しかし最後に彼女は生き返る。
Out　of　the　ash
l　rise　with　rny　red　hair
And　 l　eat　men　like　air． （11．　82－84）
ここで立ち上がることは明らかに再生を意味している。プラス自身がこの詩につ
いて語っていることが参考になるだろう。　「語り手は偉大で恐ろしい再生の才能
を持つ女性です。唯一の難点は、初めに死ななければならないということです。
彼女は不死鳥であり、自由意志の精神です。そしてただ普通の復活する女性でも
あるのです。」〔3｝
　男を食べるというイメーヅは”Three　Women”にも見られるものである。これは、
生き返って魔女に変身したペルソナによる復讐だと考えられる。それは彼女にと
って、救われ浄化されるための復讐なのである。
　”Fever　lO3°”は浄化についての詩である。罪深い煙の立ちこめる地獄のイメ
ージから始まり、ベルソナはそこから立ち上がるだけでなく、上昇する。
七hink　　　am　80in8　uPt
七hink　　　may　rise－一 （1L43－44）
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今や彼女は純枠な処女であり、楽園へと昇っていく。これは彼女が望んでいた姿
なのである。
　この様に、普段は横たわっているベルソナは、男性・他者によって脅かされ、
殺され、復活して立ち上がる。この水平から垂直への変身は、生と死を巡る周期
の一部である再生を意味ずる。再生する毎に完全に近付き、最後には昇華するの
である。
（5）無色の空気
昇華のイメージに付随する気体は、色のない、見えないものである。
There　are　fumes　that　l　canno七　touch・
Where　are　your　opiates，　your　nauseous　caPsules？
Or　your　l　iquors　seep　to　me，　in　this　91ass　capsule・
Dulling　and　stil｝ing・
But　colorless．　Colorless・
（，，PoPPies　in　July’，，　II．9－15）
表面の鮮やかな色に対して、香りは目に見えず、触ることもできないが、阿片の
ような効果を及ぼす。不可視のものを感じたいという強い願望は、ロマン派に通
じるものである。
　空気は四大元素の一つであり、当然人間が生きていく上で不可決のものである。
〈呼吸する〉という語はよく使われるが、それは呼吸できるか否か、つまり生と
死ということが彼女にとって切迫した問題であったからである。それは結局生と
死の問題を表している。彼女は特に窒息のイメージに脅かされていた。＜一酸化
炭素〉という語も頻出し、詩人が最終的にオーブンでガス自殺を遂げたことが思
い出される。
　”ABirthday　Present”ζま、自殺を暗示、或は予言しているとざえ言えるような
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詩である。
lf　lt　we星・e　death
i　would　admire　しhe　deep　8ravity　of　it，　lts　time｝ess　eyes．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11．57－58）
この眼こそ彼女の欲しがっていた贈物’ A全てのものを見ることのできる眼である。
過去・未来、可視・不可視に関わらず、あらゆるものを見たいという願望を持っ
ていた。誕生日とは彼女の再生の日のことである。再生するとき、彼女は優れた
能力を身につけているのである。
　詩集の題名であり、愛馬にもつけられた「エアリエル’」という名前は’s勿論シ
ェイクスピアの『テンペスト』に登場する妖精に由来する。エアリエルはプロス
ベローに拘束された風の精である。主人の抑圧を感じ、自由を切望しており、最
後に解放される。これはブラスが置かれていると感じていた状況に似ている。彼
女は常に他人の抑圧を感じ、そこからの解放を望んでいた。だから自分をエアリ
エルに同一化しようとしたのも当然といえるかも知れない。C4）
　さらにエアリエルには、自由自在に性別や姿形を変えられる、両性具有の性質
がある。プラスは決して直接的に両性具有者との自己同一を望んではいない。し
かし、ペルソナが再生するときに、立ち上がる能力、つまり男性の性質である垂
直性を得るということは、そのほのめかしと見ることも可能だと思われる。これ
は男性になりたいという願望ではなく、男性の性質も兼ね備えた女性になること
への憧れである。
　タイトル詩”Ariel”でベルソナは再生した後にいう。
And　I
Am　七he　arrow
The　dew　that　flies
Suicidal，　at　one　with　the　drive
lnto　the　red
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Eyes　the　cauldron　of　morl）il19・ （il．26－31）
太陽に向かって飛ぶ矢の動きは明らかに垂直である。　↑he．BeH」arの中の台詞
に「男は未来に向かって飛んでいく矢で、女はその矢が飛び立つ起点だ」とある。
これを考え合わせても、矢になるということは、男性性を獲得することを意味ず
る。
　両性具有のイメ．一ヅは、プラスの男性に対する憎しみと憧れのアンビヴァレン
スの現れでもある。　”Dad　d．　y．”の中の「女は誰でもファシストに憧れる」という言
葉が思い出される。自分を死に追いやるかもしれない恐るべきものに憧れてもい
るのだ。人間が女性と男性とに分けられる以上、女性であるだけでは完全ではな
く、欠けているという意識がどこかにある。強者と弱者、破壊者と被害者、男性
と女性、他者と自己という相反する二つのものの統一体一一それが彼女にとって
の完成であり、完全な人間像なのである。
　「彼女は男になりたい女性ではなく、人生に支払う代価が死であるという考え
を避けられない人間である。性差別自体は人間の不完全性の陰喩に過ぎない。性
の闘いは結局、内面の葛藤なのだ。」（5｝これはエスターについて言われたこ．と
だが、そのままプラスにも当てはまる。
　男性でも女性でもあるということは、ある意味においては男性でも女性でもな
いことと同義である。どち．らでもあることが完全を意味するのに対して、どちら
でもないことは存在しないことを暗示する。この完全と無は表裏一体をなしてい
るのである。エアリエルは、男女の性質を合わせ持つ完全性がある反面、無の象
徴でもある空気の精なのである。完全を目指して、エア11エルとの同一化を望め
は、必然的にそれは無への憧れにすりかわってしまう可能性を含んでいるのだ。
無が不在、そして死を暗示ずることを考え合わせれば、完全と死が同一視される
ということに辿りつくだろう。
　ここでいう両性具有とは当然精神的なものである。空気は本来、不可視のもの、
つまり精神の象徴であった。浄化され昇華する魂の陰喩であった。詩に表れるペ
ルソナの重大な問題は、出産とアイデンティティの獲得であるが、これは女性と
しての問題と人間としての問題と言い替えることができよう。そして前者は肉体
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的完成であり、後者は精神的完成である。ペルソナは、現実世界においては差と
してしか現れ得ない肉体よりも、精神的なものを望む。娘・姉・妻・母と、女性
としての多くの名称を持つ彼女に与えられた、人間としての唯一の名称が「詩人」
なのだ。そして詩作こそ、精神的完成のための創造的行為である。　　　　’
　しかし現実には肉体は付きまとい、女性の周期に足を取られて上昇できずにも
がいている。彼女にとって女性性はかりを強要される肉体は重荷である。だから、
一人の完全な人間として上昇するため、精神的完成のために肉体を断ち切ること
が必要とされるのだ。それが完成の裏側の死なのである。
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